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新
年
度
の
第
１
回
支
部
執
行
委
員
会
は
11
月
19
日
、
11
人
の
出

席
で
行
い
、
以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
職
場
の
こ
と
、
仲
間
の
こ
と
（
自
己
紹
介
も
か
ね
て
）

○
京
都
事
業
団
：
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
。
予
防
対
策
を
。

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
京
都
事
業
所
：
介
護
利
用
者
に
と
っ
て
年
末
年
始

は
生
活
用
品
の
買
い
物
が
大
変
な
時
期
に
な
っ
て
き
た
。

○
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
：
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
施
設
に
若
い
収
容
者
が

い
る
の
を
見
る
と
、
社
会
に
対
す
る
矛
盾
を
感
じ
る
。

２
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
第
24
回
京
都
高
齢
者
大
会
（
10
月
18
日
㈯
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
）

○
支
部
よ
り
参
加
者
３
人
、
全
体
参
加
者
の
べ
３
６
５
人
。

②
祝
園
全
国
集
会
（
10
月
19
日
㈰
、
府
立
け
い
は
ん
な
記
念
公
園
）

○
支
部
よ
り
２
人
、
全
体
で
２
７
０
０
人
の
集
会
。

③
民
主
府
政
の
会
南
区
連
絡
会
・
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議

○
11
月
７
日
㈮
、
来
春
の
府
知
事
選
に
向
け
た
会
の
再
開
。

④
第
38
回
日
本
高
齢
者
大
会
（
11
月
11
〜
12
日
、
さ
い
た
ま
市
）

３
．
支
部
定
期
大
会
の
振
り
返
り

①
参
加
状
況
（

○
代
議
員
の
当
日
出
席
17
／
19
、
執
行
部
12
／
15
。

○
来
賓
は
、
重
村
周
治
府
本
部
委
員
長
、
森
吉
治
府
会
議
員
。

②
議
案
討
論
・
議
事
運
営
そ
の
他

〇
時
間
を
大
幅
に
前
倒

し
て
閉
会
。

〇
来
年
は
大
会
発
言
を

組
織
し
、
現
場
の
現

状
な
ど
を
報
告
し
あ

う
べ
き
。

４
．
今
後
の
取
り
組
み

①
建
交
労
・
組
織
拡
大
早

朝
駅
前
宣
伝
行
動

②
建
交
労
全
国
部
会
・
事

業
団
高
齢
者
介
護
ヘ
ル

パ
ー
運
動
交
流
集
会

③
建
交
労
中
央
「
春
闘
ア

ン
ケ
ー
ト
」
支
部
独
自

「
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」

④
南
地
区
労
の
諸
行
事

⑤
支
部
「
新
春
の
つ
ど
い
」

〇
来
演
は
、
中
村
隆
雄

さ
ん
（
マ
ジ
ッ
ク
）

と
洛
北
青
年
合
唱
団
。

〇
京
都
府
知
事
選
に
向

け
て
民
主
府
政
の
会

か
ら
挨
拶
を
兼
ね
た

選
挙
情
勢
報
告
。

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

事業団で働くみんなのアンケート
職場アンケート にご協力ください!
建交労では例年「事業団などで働くみんなの要求アンケート」を

取り組んでいます。そして今回も支部独自の「職場アンケート」に

も取り組み、合わせて２種類を配布しています。

これらのアンケートにお寄せいただいたご意見は、各事業体の理

事会との懇談会で、職場改善の意見交換を行ったり、国や自治体へ

の要請などの、貴重な資料となり

ます。ぜひ組合員の皆さんの状況

をお書きください。

アンケート用紙と返信用封筒を

同封していますので、早めにご回

答いただき、ご投函ください。

※ソーシャルサービス協会京都事業所分会の方には「介護職場に働

くみんなの要求アンケート」を配布しています。



交
流
集
会
は
全
国
か
ら

80
数
名
の
参
加
で
、
伊
丹

市
立
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
高
木
哲
次

部
会
長
（
伊
丹
市
雇
用
福

祉
事
業
団
理
事
長
）
の
主

催
者
あ
い
さ
つ
。
前
日
に

「
全
国
雇
用
福
祉
事
業
団
協
議
会
」
の
設

立
総
会
を
終
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
自

ら
の
事
業
団
の
出
会
い
、
事
業
団
活
動
に

身
を
投
じ
、
活
動
す
る
中
、
い
ま
大
き
な

意
義
と
役
割
を
実
感
し
て
い
る
と
発
言
。

協
議
会
設
立
を
期
に
、
さ
ら
な
る
前
進
へ
、

優
れ
た
活
動
に
学
び
、
知
恵
を
出
し
合
い

す
す
め
て
い
こ
う
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
明
治
学
院
大
・
河
合
克
義

教
授
「
高
齢
者
の
仕
事
・
生
活
の
現
実
と

生
活
保
障
の
方
向
性
」
。
「
全
世
代
型
社

会
保
障
改
革
」
と
い
う
名
の
社
会
保
障
改

悪
が
強
行
さ
れ
、
働
か
な
い
と
生
活
で
き

な
い
高
齢
者
が
急
増
し
、
「
生
涯
現
役
」

が
望
ま
し
い
生
き
方
と
流
布
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

要
求
運
動
を
行
い
、
国
や
自
治
体
に
施
策

を
改
善
さ
せ
る
た
め
の
資
料
を
作
ろ
う
と

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
報
告
は
、
①
青
森
中
高
年
雇
用
事

業
団
の
と
り
く
み
、
②
角
田
季
代
子
さ
ん

の
「
ど
う
に
も
な
ら
ん
人
た
ち
救
っ
て
く

れ
」
➂
伊
丹
事
業
団
の
と
り
く
み
。

そ
の
後
「
組
合
活
動
」
「
生
活
困
窮
者
」

「
事
業
団
運
営
」
の
分
科
会
が
午
後
５
時

半
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
終
了
後
は
、
送
迎
バ
ス
で
宝
塚

市
の
高
台
に
あ
る
料
亭
「
明
月
記
」
に
向

め
い
げ
つ
き

か
い
、
眼
下
の
夜
景
を
見
な
が
ら
の
夕
食

交
流
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

２
日
目
は
分
科
会
を
続
行
。
私
は
「
組

合
活
動
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
前
日
、
東

京
高
齢
者
事
業
団
・
赤
羽
目
さ
ん
の
分
科

会
に
あ
た
っ
て
の
提
起
を
受
け
て
、
参
加

者
か
ら
の
発
言
で
交
流
し
ま
し
た
。

分
科
会
終
了
後
ホ
ー
ル
に
戻
っ
て
全
体

集
会
。
各
分
科
会
か
ら
の
報
告
に
続
い
て

神
谷
事
務
局
長
か
ら
「
記
念
講
演
、
特
別

報
告
に
学
び
、
分
科
会
で
の
真
剣
な
討
議

が
行
わ
れ
た
」
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
高
木
部
会
長
の
音
頭
で
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱
し
て
、
閉
会
し
ま

し
た
。

（
支
部
委
員
長
・
松
永
雅
明
）

高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

11
月
22
～
23
日
、
兵
庫
県
伊
丹
市
で
建
交
労
全
国
事
業
団
・
高
齢

者
部
会
が
主
催
の
「
第
62
回
事
業
団
・
高
齢
者
・
介
護
ヘ
ル
パ
ー
運

動
交
流
集
会
」
が
行
わ
れ
、
支
部
か
ら
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
松
永
支
部
委
員
長
の
参
加
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

事業団で働く仲間の交流集会
1月22～23日 伊丹で開催

高木哲次部会長のあいさつ



11
月
11
日
か
ら
12
日
「
日
本
高
齢
者
大

会
in
さ
い
た
ま
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

会
場
は
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
の

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
と
大
ホ
ー
ル
。

新
し
い
街
の
会
議
場
で
し
た
。

１
日
目
は
学
習
講
座
や
分
科
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
「
い
ま
豊
か
さ
と
は
何
か
を

問
う
」
暉
峻
淑
子
・
埼
玉
大
名
誉
教
授
の

て

る
お
か
い
つ
こ

講
演
の
ほ
か
、
「
軍
拡
・
企
業
本
位
と
社

会
保
障
の
危
機
」
を
は
じ
め
10
の
学
習
講

座
と
「
高
齢
者
の
く
ら
し
と
人
権
を
守
る

地
域
の
運
動
」
を
は
じ
め
６
つ
の
分
科
会

が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
前
半
は
「
高
齢
者
の
就
労
と
問

題
、
求
め
ら
れ
る
対
策
」
（
松
丸
和
夫
・

中
央
大
名
誉
教
授
）
学
習
講
座
に
参
加
。

高
齢
社
会
対
策
大
綱
（
２
０
２
４
年
閣
議

決
定
）
は
「
老
後
の
生
活
は
働
い
て
支
え

ろ
、
生
活
費
は
投
資
で
蓄
財
し
ろ
」
と
自

己
責
任
を
押
し
付
け
る
も
の
。
医
療
、
介

護
が
受
け
ら
れ
な
い
の
は
大
き
な
人
権
侵

害
。
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
が
守

ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
を
要
求
し
て
い
こ

う
、
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

後
半
の
学
習
講
座
は
「
言
葉
の
責
任
を

考
え
る
」
（
藤
川
直
也
・
東
大
大
学
院
准

教
授
）
。
「
そ
ん
つ
も
り
は
な
か
っ
た
」

こ
う
い
う
言
い
訳
で
、
言
葉
の
責
任
は
揺

る
が
さ
れ
る
。
誰
で
も
言
葉
に
責
任
が
伴

う
の
は
当
然
。
ど
ん
な
姿
勢
で
言
葉
、
情

報
を
判
断
す
べ
き
か
を
学
び
ま
し
た
。

２
日
目
は
全
体
集
会
。
「
分
断
・
対
立

か
ら
共
感
・
連
帯
へ
、
築
こ
う
平
和
と
人

の
尊
厳
」
と
題
し
て
、
全
国
の
仲
間
が
つ

ど
い
学
び
交
流
し
て
活
動
の
飛
躍
を
、
が

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
太
鼓
集
団
「
響
」

の
「
秩
父
の
屋
台
囃
子
」
。
続
い
て
３
０

０
人
で
「
い
の
ち
の
歌
」
の
大
合
唱
ほ
か

の
文
化
行
事
で
楽
し
み
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
元
立
教
大
教
授
・
芝
田

英
昭
氏
の
「
戦
後
80
年
・
い
の
ち
の
尊
厳

か
ら
平
和
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
社
会

保
障
の
問
題
な
ど
わ
か
り
や
す
く
講
演
。

基
調
報
告
は
中
央
実
行
委
員
会
事
務
局

長
畑
中
久
明
氏
。
自
民
公
明
政
権
に
代
わ

り
自
民
維
新
政
権
が
誕
生
。
高
市
首
相
は

選
挙
で
示
さ
れ
た
民
意
、
金
権
政
治
ノ
ー
、

消
費
税
減
税
を
無
視
。
安
保
３
文
書
の
改

定
、
社
会
保
障
改
悪
を
す
す
め
、
ま
た
暮

ら
し
の
困
難
に
有
効
な
政
策
を
打
ち
出
せ

ず
に
い
る
。
反
動
政
治
に
抗
し
て
民
主
主

義
を
守
り
、
前
進
さ
せ
る
共
同
の
取
り
組

み
を
、
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
団
体
か
ら
の
１
分
間
ス
ピ
ー

チ
。
年
金
裁
判
と
要
求
活
動
（
年
金
者
組

合
埼
玉
）
、
解
雇
の
自
由
は
許
さ
な
い
15

年
の
闘
い
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
争
議

団
）
な
ど
７
つ
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
回
の
開
催
地
は
大
阪
。
近
畿
２
府
４

県
が
担
当
と
発
表
さ
れ
、
大
会
旗
が
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。
さ
い
た
ま
実
行
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
で
、
大
会
が
成
功
し
た
こ
と

を
確
認
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法!! なく そう 貧困! ! !( ５ )

建
交
労
京
都
支
部
執
行
委
員
長

松
永
雅
明
さ
ん



今
年
は
熊
が
人
の
生
活
圏
に
出
没
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
、
人
身
被
害
も
相
次
い
で

い
ま
す
。

色
々
な
専
門
家
は
、
山
に
エ
サ
が
不
作

（
ド
ン
グ
リ
な
ど
）
だ
と
評
論
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
専
門
家
と
い
う
人
々
は
、
現
場

も
見
ず
に
机
上
だ
け
で
も
っ
と
も
ら
し
く

語
る
の
で
、
腹
が
立
ち
ま
す
。
私
の
（
年

寄
り
の
）
僻
み
で
し
ょ
う
か
？

全
国
的
に
熊
の
個
体
が
増
え
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
過

去
何
十
年
も
保
護
し

た
結
果
な
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
と
い
う

の
は
、
熊
の
毛
皮
や

内
臓
（
熊
胆
ほ
か
）

く
ま
の
い

な
ど
の
需
要
で
乱
獲

が
あ
り
、
絶
滅
の
危

惧
と
判
断
さ
れ
て
、

２
０
０
２
年
の
「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」
で

も
ヒ
グ
マ
と
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
保
護
鳥
獣

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
自
由
に
捕
獲
で
き
な
く
な

り
、
雌
１
頭
が
年
に
１
～
４
頭
を
出
産
す

る
と
し
て
、
ネ
ズ
ミ
算
式
に
個
体
が
増
え
、

生
存
区
域
が
拡
大
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
な
ど
で
見
る
熊
は
、
ま
っ
た
く

痩
せ
て
な
い
で
し
ょ
う
。
丸
々
太
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
？

熊
は
雑
食
で
、
ド
ン
グ
リ
だ
け

で
は
な
く
、
山
菜
や
木
の
芽
、
昆
虫
や
動

物
の
死
骸
な
ど
も
食
べ
る
そ
う
で
す
。

今
年
の
長
い
猛
暑
日
、
熊
や
人
間
に
も

特
別
で
し
ょ
う
が
、
だ
か
ら
と
熊
が
人
を

襲
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
捕
獲
以
外
に
方

法
は
な
い
気
が
す
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

ク
マ
に
襲
わ
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

雑
感

相
次
ぐ
熊
被
害
に
思
う

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
協
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

鈴
木
美
雪
さ
ん

12
月
の
ま
ち
が
い
さ
が
し

２
つ
の
絵
で
違
い
が
８
ヵ
所
あ
り
ま
す
。

（
答
え
は
10
ペ
ー
ジ
）



日
本
機
関
紙
協
会
大
阪
府

本
部
『
宣
伝
研
究
』
が
選

ぶ
書
籍
を
紹
介
し
ま
す
。

『
歴
史
と
対
話

中
国
と
戦
争
を
し
な
い

た
め
の
〝
記
憶
・
平
和
友
好
の
旅
〟
』

石
田
あ
き
ら
・
本
庄
豊
著

日
中
近
現
代
史
に
向
き
合
う

日
本
の
首
相
に
よ
る
「
台
湾
有
事
」
発

言
を
き
っ
か
け
に
日
中
関
係
が
揺
ら
い
で

い
る
が
、
そ
も
そ
も
日
本
の
侵
略
戦
争
が

問
題
の
根
底
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
書
で
は
、
中
国
へ
の
旅
と
対
話
で
上

海
事
変
、
重
慶
空
襲
、
南
京
大
虐
殺
、
万

人
坑
、
柳
条
湖
事
件
、
長
征
な
ど
、
中
国

の
近
現
代
史
を
た
ど
る
。
中
国
の
研
究
者

ら
と
も
対
談
し
て
い
る
が
、
日
本
で
は
学

校
教
育
で
近
現
代
史
が
教
え
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
を
思
い
知
る
。
そ
れ
が
今
の
日
本

の
世
論
に
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

日
中
間
の
往
来
が
元
に
戻
り
、
中
国
へ
の

旅
に
も
っ
と
出
か
け
た
い
。
目
で
見
る
経

験
が
考
え
方
を
変
え
う
る
の
だ
か
ら
。

『
日
本
の
バ
ス
問
題
』

佐
藤
信
之
著

公
共
交
通
と
し
て
再
生
を
模
索

公
共
交
通
の
最
後
の
砦
で
あ
る
バ
ス
事

業
が
全
国
的
に
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
減

便
、
路
線
廃
止
が
相
次
い
で
い
る
。
誕
生

か
ら
高
度
成
長
期
の
隆
盛
、
衰
退
、
再
生

模
索
の
今
日
ま
で
バ
ス
の
歴
史
を
振
り
返
っ

た
う
え
で
、
日
本
の
バ
ス
の
課
題
を
洗
い

だ
し
、
将
来
を
展
望
す
る
。

自
家
用
車
の
普
及
、
民
営
化
、
人
口
減
、

人
手
不
足
、
そ
し
て
参
入
規
制
の
緩
和
が

労
働
条
件
の
悪
化
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
経

営
破
た
ん
を
招
い
て
い
る
。
競
争
か
ら
協

調
へ
と
最
近
の
再
生
の
動
き
も
紹
介
。
住

民
主
体
の
路
線
バ
ス
も
生
ま
れ
て
い
る
。

結
局
、
公
益
事
業
に
徹
す
る
こ
と
が
持
続

可
能
に
つ
な
が
る
。

『
レ
ジ
ス
タ
ン
ト
の
京
都

治
安
維
持
法

下
の
青
春
』
京
都
治
安
維
持
法
研
究
会
編

今
も
昔
も
学
生
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
京
都

の
街
だ
が
、
か
つ
て
戦
争
へ
と
突
き
進
む

道
に
対
し
て
、
反
戦
・
抵
抗
に
立
ち
上
が
っ

た
多
く
の
学
生
や
若
者
た
ち
が
い
た
。
し

か
し
天
皇
制
国
家
が
作
っ
た
治
安
維
持
法

が
無
慈
悲
に
襲
い
か
か
り
多
く
の
悲
劇
が

生
ま
れ
た
。

治
安
維
持
法
制
定
１
０
０
年
の
今
年
、

掘
り
起
こ
さ
れ
た
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
、
私
た
ち
を
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い

く
。
犠
牲
者
名
簿
の
Ｃ
Ｄ
付
き
。

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ７ )
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１
月
１
日
㈭

元
旦
初
の
ぼ
り
／
京
都
タ
ワ
ー

皇
服
茶
／
六
波
羅
蜜
寺

お
う
ぶ
く
ち
ゃ

都
七
福
神
ま
い
り
／
京
都
定
期
観
光
バ
ス

１
月
２
日
㈮

松
竹
新
喜
劇
「
新
春
お
年
玉
公
演
」
／
南
座

今
森
光
彦
写
真
展
・
に
っ
ぽ
ん
の
里
山
を
旅
す
る

／
美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
京
都
駅
）

１
月
３
日
㈯

日
展
京
都
展
／
京
都
市
美
術
館
本
館

１
月
４
日
㈰

前
進
座
初
春
公
演
「
出
雲
の
阿
国
」
／
京
都
劇
場

１
月
６
日
㈫

日
常
を
彩
る
水
彩
展
／
京
都
市
美
術
館
別
館

１
月
７
日
㈬

若
菜
節
句
祭
／
西
院
春
日
神
社

１
月
９
日
㈮

小
品
盆
栽
フ
ェ
ア
雅
風
展
／
み
や
こ
め
っ
せ

京
の
冬
の
旅
・
60
回
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
／
京
都
駅

１
月
10
日
㈯

京
都
ナ
イ
フ
シ
ョ
ー
／
み
や
こ
め
っ
せ

１
月
11
日
㈰

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

１
月
14
日
㈬

裸
踊
り
／
法
界
寺
（
伏
見
区
日
野
西
大
道
町
）

ほ
う
か
い
じ

１
月
15
日
㈭

小
豆
粥
で
初
春
を
祝
う
会
／
妙
心
寺
東
林
院

１
月
16
日
㈮

冬
の
夜
の
茶
会
「
夜
咄
」
／
高
台
寺

よ
ば
な
し

１
月
18
日
㈰

楊
枝
の
お
加
持
と
弓
引
き
初
め
／
三
十
三
間
堂

や

な

ぎ

か

じ

１
月
19
日
㈪

冬
灯
廊
／
南
丹
市
美
山
か
や
ぶ
き
の
里

睦
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

歌
舞
伎＝

む

つ
き

今
年
は
邦
画
『
国
宝
』
が
大
当
た
り
。
こ
れ
に
伴
い
歌
舞
伎
が

大
人
気
に
な
っ
た
と
か
。
あ
ら
す
じ
は
、
任
侠
一
家
に
生
ま
れ
た

主
人
公
が
、
歌
舞
伎
役
者
の
家
に
引
き
取
ら
れ
、
芸
道
に
生
涯
を

捧
げ
る
激
動
の
一
代
記
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
の
映
画
の
ロ
ケ
地

が
、
兵
庫
県
豊
岡
市
の
芝
居
小
屋
「
出
石
永
楽
館
」
で
し
た
。 

い

ず

し
え
い
ら
く
か
ん

劇
団
前
進
座
初
春
公
演
「
出
雲
の
阿
国
」
（
１
月
４
～
11
日
）

い
ず
も

お
く
に

出
雲
阿
国
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
初
期
の
女
性
芸
能
者
。
か

い

ず
も
の
お
く
に

ぶ
き
踊
を
創
始
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
様
々
な
変

お
ど
り

遷
を
経
て
、
現
在
の
歌
舞
伎
と
チ
ン
ド
ン
屋
に
な
っ
た
と
い
う
。

島
根
県
の
出
雲
大
社
の
巫
女
で
あ
っ
た
が
、
京
都
に
出
て
人
気

み

こ

と
な
り
、
伏
見
城
に
参
上
し
て
度
々
踊
っ
た
。
当
初
は
四
条
河
原

の
仮
設
小
屋
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
北
野
天
満
宮
を
定
舞
台
に
興

行
し
た
。
江
戸
城
で
も
芝
居
仕
立
て
の
阿
国
歌
舞
伎
を
踊
っ
た
が
、

お

く

に

か

ぶ

き

そ
の
生
涯
は
史
料
が
少
な
く
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

今
回
の
「
劇
団
前
進
座
」
の
初
春
公
演
は
、
有
吉
佐
和
子
の
長

編
小
説
「
出
雲
の
阿
国
」
を
原
作
に
、
京
都
駅
の
京
都
劇
場
で
１

週
間
行
わ
れ
ま
す
。

「
城
一
つ
持
た
ぬ
が
天
下
一
に
な
っ
た
」
女
性
・
阿
国
が
、
出

遭
い
別
れ
て
い
く
人
々
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
と
阿
国
歌
舞
伎
が

変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
描
写
し
、
晩
年
は
出
雲
に
帰
り
、
鑪
製

た
た
ら

鉄
に
か
か
わ
る
生
涯
の
物
語
が
演
じ
ら
れ
ま
す
。

（
山
川
）

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



久
世
九
条
の
会
の
「
宇
治
の
戦
跡
め
ぐ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

集
合
場
所
の
京
都
駅
奈
良
線
ホ
ー
ム
。
始
発
駅
な
の
で
ゆ
っ
た

り
座
っ
て
い
た
が
、
発
車
時
間
が
近
づ
く
と
ぞ
ろ
ぞ
ろ
乗
っ
て
き

て
満
員
状
態
。
大
半
が
外
国
人
。
東
福
寺
駅
で
少
し
す
い
て
、
稲

荷
駅
で
大
半
が
下
車
。
車
両
に
は
数
人
の
日
本
人
の
み
。
参
加
者

全
員
が
「
ビ
ッ
ク
リ
顔
」
で
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
行
は
目
的
地
・
木
幡
駅
で
下
車
し
て
、
若
干
の
説
明
の
あ
と

散
策
開
始
。
少
し
歩
い
て
「
木
幡
緑
道
」
と
書
か
れ
た
、
木
々
が

茂
っ
た
道
へ
。
旧
陸
軍
宇
治
火
薬
製
造
所
木
幡
分
工
場
へ
の
引
込

線
跡
と
の
こ
と
。
線
路
跡
地
を
宇
治
市
が
昭
和
58
年
（
１
９
８
３

年
）
に
歩
行
者
・
自
転
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
し
た
も
の
で
す
。

宇
治
火
薬
製
造
所
は
、
明
治
29
年
（
１
８
９
６
年
）
に
開
所
し
、

拡
張
さ
れ
て
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
年
）
か
ら
戦
時
体
制
に
突
入
。

終
戦
後
は
閉
鎖
さ
れ
、
緑
道
に
は
「
陸
軍
用
地
」
と
刻
ま
れ
た
石

柱
と
と
も
に
今
も
戦
争
を
物
語
る
貴
重
な
遺
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
62
年
（
１
９
８
７

年
）
の
宇
治
市
議
会
で

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
」
の
理
念
と
20

世
紀
の
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
決
意
の
も
と
に

「
石
柱
を
保
存
す
る
」

と
記
さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
地
を
通
り
抜
け
る
と
許
波
多
神
社
の
鳥
居
が
見
え
て
き
ま

こ

は

た

す
。
社
伝
に
よ
る
と
、
大
化
元
年
（
６
４
５
年
）
皇
極
天
皇
が
、

こ
う
ぎ
ょ
く

見
た
夢
を
も
と
に
中
臣
鎌
足
に
命
じ
て
木
幡
荘
に
社
殿
を
造
営
さ

な
か
と
み
の
か
ま
た
り

こ
は
た
の
し
ょ
う

せ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
古
い
だ
け
に
色
々
の
伝
説
が
あ
る
よ

う
で
す
。
ま
た
明
治
８
年
、
当
時
の
兵
部
省
が
こ
の
地
域
に
「
火

ひ
ょ
う
ぶ
し
ょ
う

薬
貯
蔵
庫
」
建
設
の
た
め
に
、
萬
福
寺
と
と
も
に
許
波
多
神
社
の

ま
ん
ぷ
く
じ

12
万
９
０
０
平
方
㍍
の
社
領
す
べ
て
を
没
収
さ
れ
、
五
ヶ
庄
古
川

に
移
転
し
た
た
め
、
現
在
で
は
木
幡
と
五
ヶ
庄
の
２
ヵ
所
に
分
か

ご
か
し
ょ
う

れ
て
許
波
多
神
社
が
あ
り
ま
す
。
神
社
側
は
今
も
強
い
不
満
を
訴

え
、
土
地
の
返
還
を
求
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

そ
の
あ
と
黄
檗
ま
で
歩
き
、
宇
治
黄
檗

お
う
ば
く

公
園
な
ど
の
火
薬
貯
蔵
庫
跡
地
を
見
て
回

り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
黄
檗
駅
か
ら
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
が
、
す
い
て
い
た
車
両
は
稲
荷

駅
で
満
員
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

宇
治
・
木
幡
界
隈
を
散
策

こ

は

た

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

▲引込線略図

許波多神社 ▲京阪宇治線樋尻橋梁
ひ じ り

▲軍用地の碑



あ
っ
と
い
う
間
に
今
年
も
師
走
。
暑
く
長

い
夏
と
短
い
秋
。
金
閣
寺
の
紅
葉
も
、
す

ぐ
に
終
わ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
▼
今
年
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
。
皆
さ
ん
、

予
防
接
種
は
済
ま
さ
れ
ま
し
た
か
？

葬
儀
を
巡
る
あ
れ
こ
れ

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
先
月
下
旬
に
父
が

亡
く
な
り
、
急
な
忌
引
き
と
な
っ
て
、
現

場
の
作
業
者
交
代
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

滞
り
な
く
見
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▼
小
さ
い
頃
は
、
葬
式
と
い
え
ば
町
家
の

通
り
に
面
し
て
樒
が
並
び
、
玄
関
前
に
机

し
き
み

を
出
し
て
受
付
し
、
宮
型
霊
柩
車
が
来
て
、

出
棺
に
合
わ
せ
て
ご
飯
茶
碗
を
割
る
光
景

が
普
通
で
し
た
。
▼
も
う
自
宅
で
の
葬
儀

は
珍
し
く
な
り
ま
し
た
。
数
年
前
、
ど
う

い
う
訳
か
伯
母
の
葬
儀
を
私
の
家
で
行
う

破
目
に
な
り
、
片
付
け
や
掃
除
、
仕
出
し

の
手
配
な
ど
、
大
変
で
し
た
。
▼
ま
た
コ

ロ
ナ
以
降
、
仕
事
関
係
や
ご
近
所
の
儀
礼

的
な
弔
問
が
な
い
、
家
族
葬
が
一
般
的
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
な
か
に
は
、
お
通
夜

も
省
略
さ
れ
る
と
か
。
▼
家
族
葬
向
け
の

小
規
模
な
葬
儀
場
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ

は
建
設
認
可
が
容
易
で
、
近
所
の
コ
ン
ビ

ニ
が
突
然
、
葬
儀
場
に
変
わ
る
と
い
っ
た

事
態
が
全
国
で
生
ま
れ
、
周
辺
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル
を
し
ば
し
ば
起
こ
し
て
い
る
。

▼
今
回
は
私
が
喪
主
を
引
き
受
け
、
十
数

人
の
家
族
葬
に
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

結
構
な
お
金
が
要
り
ま
し
た
。
ま
た
父
は
、

ど
こ
に
何
を
仕
舞
っ
た
か
を
伝
え
ず
に
亡

く
な
り
、
も
う
参
っ
て
い
ま
す
。
（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


